
都内の食品・水の放射線量と安全性 

基本となる考え方と数値 

自然放射能による年間平均被ばく量：2.4mSv 
 一般人の年間実効線量限度 ：  1mSv (職業人：50mSv) 

1. 問題にならない年間被ばく量：3.4mSv 

2. 経口摂取による内部被ばくは預託実効線量(mSv)で計算 

摂取された放射線物質が、成人50年、子供70年の間に組
織・臓器にあたえる実効線量の総和。 

(線量換算係数) 
(IAEA, 1996; ICRP,1006) 

ヨウ素-131(Bq/kg)  x 0.000022 mSv/kg 
                       (1歳以下の乳幼児は x 0.00018 mSv/kg) 
 
セシウム-134(Bq/kg) x 0.000019 mSv/kg 
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210Bq/kgx 0.000022 mSv/Bq 
               =0.00462 mSv/Kg 

34Bq/kgx 0.000022 mS/vBq 
               =0.000748 mSv/Kg 

約1300L飲んで1 mSv 

約216L飲んで1 mSv 
    （乳幼児には問題） 

0.31 Bq/kg x 0.000019 mSv/Bq 
               =0.00000589 mSv/Kg 

約169トン飲んで、1 mSv 

- 水 - 
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4300 Bq/kgx 0.000022 mS/vBq 
               =0.0946 mSv/Kg 

約10kg食べて1mSv。 

910 Bq/kgx 0.000022 mS/vBq 
               =0.020 mSv/Kg 

約50Kg食べて1mSv。 

- 農作物 - 

ヨウ素-131 

表面の汚染は水洗いで減少 
日数 放射線量 

0 1 

3 0.772 

6 0.596 

9 0.459 

12 0.354 

15 0.274 

18 0.211 

20 0.178 

ヨウ素-131は時間とともに減少 
（半減期8.04日） 
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これまでに検出された放射線レベルで見る限り、都内の食品・水
を摂取して健康被害が生じる可能性はない。（乳幼児を除く） 
 

今後も、正しい情報に基づいて科学的に判断し、落ち着いて対
処することが大切。 

まとめ 


